ｋｍ　避難地域１２市町村の居住状況
2024年10月23日　福島県避難地域復興課による
伊東メモ
	市町村名
	居住者数
	住民登録数
	居住率
	戻っていない人数

	田村市（都路地区）
	193人
	223人
	86.５％
	30人

	川俣町（山木屋地区）
	325人
	617人
	52.7％
	292人

	南相馬市（小高区等）
	4,358人
	6,815人
	63.9％
	2,457人

	広野町
	4,155人
	4,546人
	91.4％
	391人

	楢葉町
	4,453人
	6,439人
	69.2％
	1,986人

	富岡町
	2,540人
	11,368人
	22.３％
	8,828人

	川内村
	1,863人
	2,241人
	83.１％
	378人

	大熊町
	848人
	9,961人
	8.5％
	9,113人

	双葉町
	147人
	5,311人
	2.８％
	5,164人

	浪江町
	2,250人
	14,743人
	15.3％
	12,493人

	葛尾村
	465人
	1,237人
	37.6％
	772人

	飯舘村
	1,526人
	4,566人
	33.4％
	3,040人

	合計
	23,123人
	68,067人
	34.0％
	44,944人



　注　１．居住者数には事故後に移住してきた人が含まれていること、住民登録数は避難先などにすでに住民登録をした人がいることから、戻っていない人は４万4,944人よりもっと多いことは間違いない。
２．事故による避難者は以上の避難指示区域以外に、いわゆる政府が言う「自主避難者」がおり、現在でも戻っていない人も多い。
３．復興庁による避難者数は県外19,849人+県内5,756人の2万5,610人である（2024年12月10日発表）。これは、以上の事実を無視した上に復興住宅に住んでいる人や自分で住宅を確保した人を避難者から除外しており、極めて恣意的な基準を用いて算定したものとなっている。
４．いわき市内には12市町村に住所を置いたままの避難者が現に１万６千人が住んでいるが、前記の復興庁の発表では「ゼロ」扱いとなっている。
